
  

 

東京丸の内ロータリークラブ 

 

第２２回 例会議事録 

  「 クラブ・フォーラム 」 

 

２０１９年２月 ６日(水) 

 

会場 センチュリーコート丸の内 

    コンパートメント･ルーム 

① プログラム 

◆ 司会進行  古山真紀子会員 

◆ 開会点鐘  尾崎由比子会長 

◆ ロータリーソング（会場の都合上割愛） 

◆ ゲスト・ビジター紹介（古山） 

・ゲスト 

 白石 小百合 様（Whitte 株式会社代表取締役） 

・ビジター： 

吉田 建二 様(パストガバナー､東京田無 RC) 

 上山 昭治 様（パストガバナー、東京武蔵野 

中央 RC) 

◆ ニコニコ報告（渡邉寿一会員） 

・吉田 建二 パストガバナー (東京田無 RC) 

・上山 昭治 パストガバナー（東京武蔵野中央 RC） 

 「ごぶさたです。お世話になります。今年もよろ

しくお願い致します」 

・尾崎 由比子 会長 

 「松瀬様の入会心より歓迎いたします」 

・朴 善子 会長エレクト 

 「本日は吉田建二 PG、上山昭治 PG のご参加誠

に有難うございました。クラブ協議会も楽しみ

です」 

・塩島 由晃幹事 

「本日は吉田パストガバナー、上山パストガバナ

ーにお越しいただきましてありがとうございま

す」 

・野田 優子会計 

「２月９日、朝日新聞で相続税セミナーを行いま

す。ご興味ある方はぜひ！」 

・臼杵 紗季会員 

「１つ年をとりました。年相応の振る舞いができ

るように頑張ります。どうぞよろしくお願いい

たします」 

・松瀬 雅子 新会員 

「本日からご一緒させて頂きます。よろしくお願

い致します」 

・古山 真紀子、藪口 真太郎、渡邉 寿一会員 

 （本日合計 58,500 円 〈累計 1,220,000 円〉） 

② 会長報告 尾崎会長 

⑴ ２月お誕生日 

（左から）臼杵紗季会員、野田優子会計、久保田佳

代会員、（欠席：竹之内幸子会員） 

 

 

⑵ クラブ・フォーラムとクラブ協議会について 

 クラブ・フォーラムというのは会員全員の会議



です。クラブ協議会は委員長と役員の会議です。な

ので、これから丸の内で役員と委員長の会議をし

ましょうと言っておりますが、これはロータリー

用語では「クラブ協議会」になります。 

 

⑶ 松瀬雅子会員入会式 

 

 

 

本日は研修リーダーの吉田建二パストガバナーが

いらっしゃいますので、研修関係の書類をお渡し

頂きます。 

＊吉田建二 PG 

「こちらロータリー入門書はいくつになっても読

みます。こちらは手続き要覧。それぞれロータリー

とは何かということが書いてあります。深刻にな

らずに、いつも笑みを浮かべて例会にやってくる、

それがロータリーの一番の原点です」 

＊松瀬雅子会員 

「本日より入会させて頂くことになりました松瀬

雅子と申します。全くいろいろなことが分かって

いないので、これから皆さんにいろいろと教えて

頂きながらお付き合いをさせて頂きたいと思って

おります。どうぞよろしくお願いいたします」 

 

⑷ 上山昭治パストガバナーより一言 

 皆さん、こんにちは。１２月の忘年会にもご案内

いただいたのですが、予定があって来られなくて

申し訳ありませんでした。東京丸の内ロータリー

の皆さんとは一昨年の７月から毎月のように皆さ

んの会議に出させて頂きました。ここに去年の加

盟認証状伝達式のプログラムを持ってきました。

正式には去年の２月２６日に国際ロータリーRI に

新しいクラブとして認められました。本当にいろ

いろなことを思い出しました。今日はこのような

形で皆さんの会に出席させていただき、大変嬉し

く思っております。 

 

 

 

 今日はちょうど松瀬さんの入会式、おめでとう

ございます。私の方からも末永くよろしくお願い

したいと思います。「ロータリーとは何か」、未だに

私も上手く言えません。ただ間違えなく言えるの

は、入って良かったな、ということです。ロータリ

ーとは結局お互いの人生を豊かにするものではな

いかと思います。そのような意味で、やはり親睦第

一です。 

吉田 PG は現研修リーダー、そして実は私は次

年度の研修リーダーです。その研修リーダーが言

うのもおかしいですが、そんなに難しく勉強しな

くてもいいです。私は 2016-17 年度のガバナーを

務めましたが、その年度に「出会いを大切に」をモ

ットーとして、重点項目として「親睦と研修」を謳

いました。「そこから研修が始まってしまった」と

言われているのですね。吉田研修リーダーの下で、

非常にそこから研修に力を入れ始めます。ただ、私

はあくまでも「親睦」なんですね。「ロータリーの



良いところを知って、皆さん辞めないでね」という

意味での研修なんです。次年度研修リーダーとし

ては「ほどほどにしよう」と思っています。皆さん

気楽にロータリーライフを楽しんで頂ければと思

っています。 

 東京丸の内ロータリークラブ、２１名でスター

トして、本日２２名。良かったなと思っております。

今日お誕生日の臼杵さん、私も２月生まれ、２２２

なので「ニャンニャンニャン」です。野田さんの研

修会も聞きに行きたいくらいです。いずれにせよ、

ロータリーに入って良かったなと思えるようなク

ラブになって欲しいと思っております。３月６日

の一周年お食事会にも出席させて頂きます。今後

ともよろしくお願いいたします。 

③ 幹事報告 塩島幹事 

⑴ 地区大会(2/20-21)について 

今月は地区大会がございます。当クラブの例会

の振り替えという形になりますので、皆さんご出

席をお願いします。会員の方は２月 21 日 10:15 に

受付前に集合です。新入会員交流会は趣向が凝ら

されていて他のクラブの会員とも親睦が図れます。 

 

⑵ ３月６日 一周年記念お食事会（夜例会） 

この日は夜例会(18:00～)を１時間した後に、そ

のままこちらセンチュリーコートにて一周年記念

お食事会(19:00～)となります。会員の集合時間に

ついては追ってお知らせします。 

 

⑶ 来年度地区クラブ奉仕委員会委員の承認 

尾崎由比子会長が推薦されました。 

（拍手にてクラブ承認） 

④ 出席報告 臼杵会員 

会員数 22 名 ゲスト 1 名 

出席数 17 名 ビジター 2 名 

欠席数 5 名 出席率 77.3％ 

前回修正 出席率 85.7％ 

 

⑤ クラブ・フォーラム 

◆ 司会・まとめ： 塩島 由晃 幹事 

 

⑴ クラブ協議会について 

以前お話した「委員長会議」とは、ロータリーク

ラブの中では「クラブ協議会」にあたることを確認。

クラブ協議会の開催頻度や内容については、まず

前委員長を集めた第一回目会議で決めることにな

った。第一回目クラブ協議会の日程調整は

Facebook にて行う。 

 

⑵ 卓話について 

 田路プログラム委員長から卓話に関する提案書

が提出された。皆様には一読いただき、ご意見、更

なるご提案をいただくことになった。 

 今後の外部卓話者の希望については、プログラ

ム委員会に提案し、プログラム委員会や理事会で

優先順位等を検討のうえ順次依頼していく。 

 注意事項として、明らかな資金集め目的のよう

な外部卓話希望者の接触・売り込みには気を付け

ること。 

 さしあたっては、今後も継続して行っていく奉

仕活動として、車椅子の会サイレントフットの佐

藤利章会長を考えている。 

 



⑶ 今後の「心のバリアフリー・チャリティーセミ

ナー」について 

 セミナー形式については、理事会にて１回目と

２回目の時を踏襲した方が良いということになっ

た。今後の講師や内容について、テーブル毎のディ

スカッションを行った。 

 いくつかの意見・提案があったが、玉木会員によ

るセミナー、LGBTＱによるセミナー、千代田区の

パラリンピック委員会によるセミナーなどが挙げ

られた。 

 セミナー日程については、必ずしも今年度中（６

月末まで）と限定せずに、来年度（７月以降）にな

る可能性を含む。 

 

⑷ 東京丸の内 RC 一周年記念食事会について 

 当日（3 月６日）は夜例会とし、その後に食事会

を行う。 

 夜例会は１８時から、食事会は１９時からスタ

ートするが、準備等を考えて、会員には 17:30～45

には会場に来ていただきたい。 

 食事は和洋折衷コースとなるが、昼とは料金設

定が異なるため、会員からも不足分を会費として

徴収することになる。その費用は野田会計と相談

した上で皆様に告知する。 

 参加者は東京丸の内 RC 会員と、これまでにお世

話になった方々(10～15 名)で、計３５名程度にす

る予定。 

 

⑸ JICA の活動を国際奉仕委員会として支援する

ことについて 

 クラブ・フォーラム参加者の承認が得られたの

で、今後国際奉仕委員会として何らかの支援をす

ることになった。 

 

⑹ ホームページについて 

 会員が外部卓話、あるいはメークアップで他ク

ラブとのバナー交換などを行った際の写真なども

当クラブの活動として、どんどんアップしていく

ことで承認が得られた。 

 会員の卓話やバナー交換の際には、写真を撮っ

ていただき、クラブに連絡・報告することを協力し

ていただくことになった。 

 

⑺ 会計報告について 

 ロータリー財団への寄付（２万円程度）を予算通

り実行する。こちらは、会費に含まれているので事

務局から振り込むことを報告した。 

 ２万円は最低金額なので、これ以上個人的に協

力したい方は事務局に連絡していただきたい。 

 

⑻ その他連絡事項 

① 来年度のスケジュール確認。 

 ・IM：        2019/11/25 

 ・地区大会（沖縄）：  2020/2/12-13 

 ・国際大会（ホノルル）：2020/6/6-10 

 

② 2019-20 年度「地区クラブ奉仕委員会委員」に

地区から推薦された尾崎会長が、当クラブからも

承認された。就任に向けて手続きを開始する。 

 

③ 次年度の委員会の編成が始まる。渡邉幹事エ

レクトから皆様にご相談があるので、ご協力をお

願いしたい。 

 次年度の奉仕活動候補について話し始める必要

があるので、各委員会の編成が決まり次第、早急に

着手して頂くことになる。 

 次年度のガバナー訪問日が８月２１日(水)と早

い時期に決まった。それに先立ちガバナー補佐訪

問もある。奉仕活動等について、早期の事業計画作

成が必要。 

 

④ 細則の変更（調整）が必要なので、追って

Facebook などを通じて確認していただくことにな

る。ご協力をお願いする。 

 

 



⑤ 姫路東 RC 訪問の報告（藪口真太郎会員） 

 

 

 

2 月４日に私の地元で、父が会員でもある姫路東ロ

ータリークラブにメークアップで参加して参りま

した。今年で創立４６年目、会員数は 68 名、当日

の参加人数は 45-6 名で、地元の大御所ばかりでし

た。すごく温かく迎えられまして、「東京丸の内と

いう名前がお前に似合わないが、自分のペースで

楽しむように」と言われました。１時間だけでした

が、非常に有意義な時間を過ごすことが出来まし

た。 

⑥ 今後の予定 田路会員 

今後３月２０日は渡邉会員にイニシエーション

スピーチを行って頂くことになりました。4 月１０

日は今井菜美子会員と野田会員に１５分ずつイニ

シエーションスピーチをお願いしています。４月

２４日はゲストウエルカムデーとなります。ゲス

トウエルカムデーの卓話者は会員増強委員会と相

談して決めたいと思います。6 月の今年度最終例会

については、尾崎会長にイニシエーションスピー

チを行って頂きたいと思います。 

 

 

⑦ ご挨拶：         

吉田建二パストガバナー 

みなさん、こんにちは。私も老骨に鞭打って頑張

っております。この２月１０日で８２歳になりま

す。本日まで健康に恵まれてきたこと、両親および

周りの友人、ロータリーに感謝しています。いつも

「笑顔の哲学」と申し上げていますが、ロータリア

ンはリーダーとして常ににこやかであれ。それに

よって、自己の存在感がますます出てきます。 

日本のロータリーの例会は、男性は背広、女性も

ドレッシーな恰好でいますが、海外ではもっとラ

フな感じです。おごそかでよいですが、どうしても

堅苦しくなる。この壁を何とか打ち破りたいと思

ってきました。自分のありのままの姿で、少しでも

何か吸収してやろうという「チョイ悪おじさん」で

45 年間やってきました。 

ロータリーに入会したものの、去っていく。多く

の場合、仕事上の打算を求めて来るからです。何か

いいことあるだろう、という計算です。ところが、

入ってみたものの、誰も話しかけてこない。みんな

グループになっているのではないかと思う。それ

で楽しくないから辞めていくのがほとんどです。

入会するにあたっては、その推薦者の懇切なるケ

アが大切です。思えば私もいきなり飲み屋に連れ

ていかれて「ロータリーに入れ」と言われた。 

本日は丸の内に久しぶりにお邪魔しています。

丸の内は創立の時まで何回かお邪魔させていただ

き、上山 PG 達と膝を突き合わせ、丸の内の未来は

どうあるべきか、などについてもよく話し合いま

した。これはきっとうまくいくぞ、と。今日の例会

を見ましても、すっかり成長されて、なかなか素晴

らしいものだと思います。ロータリーはまず自己

研鑽だと思います。まず自分を磨く。そして自分の

得たものを次の人に影響させていく。そのような



使命感を持つ。そして、ゆとりがあれば世の中のた

めに奉仕をする。その奉仕をする気持ちを理解す

ることが、我々の仕事だと思っています。まずは、

自分の仕事、会社、家族、社員、その方々を成り立

たせること、それが経営者の責任です。その土壌と

してロータリーがあるのだと。 

 

 

 

私も台湾で生まれて裸一貫からやってきました。

疎開は天草です。私はネアカですから、暗いのは嫌

いです。今日、松瀬さんが入会されました。この中

で私が一番の年長だろうということで、握手しま

した。家内も私も同年なので、老々です。今は毎日

わたしがご飯を作っています。今日はここで皆さ

んの素晴らしい笑顔に会えました。いつも相手の

身になって行動するのが大切です。私が、俺が、と

いうのではだめです。ロータリーに入って、ガバナ

ーになったとき、上山さんにガバナー補佐となっ

て協力していただきました。その恩返しで、私は研

修リーダーとして努力しています。 

３月６日の一周年、これは第一歩です。尾崎さん

は初代の会長で大変だったと思います。試行錯誤

してやってこられた。皆さん心を一つにして、楽し

い一周年を迎えてください。今日はありがとうご

ざいました。 

 

 

 

◆ 閉会点鐘  尾崎会長 

 東京丸の内 RC は歴史が浅いですが、このような

例会にパストガバナーがお二人もいらっしゃると

いうことは、まずないことです。ロータリーの考え

方を教えていただき、何か聞きたいことがあった

ら、すぐにでも伺える環境にある私達は非常に恵

まれており、感謝したいと思います。丸の内一周年

のお食事会は地味に質素にアットホームな雰囲気

で行いたく、またその分、感謝の気持ちを皆で示し

ていきたいと思っております。 

 

（ 議事録作成：事務局桑原、 

クラブ・フォーラムまとめ：塩島 由晃 幹事） 


